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氏 名
N a m e  i n  F u l l

  荘司一歩  
 

論文題目
T i t l e

  先史アンデス古期におけるマウンド形成の考古学的研究  
――クルス・ベルデ遺跡における環境変動と集団的実践の変化  

 
 本論文はアンデス文明の古期（5,000B.C.～3,000B.C.）を主な対象とし、自身で立案、

計画、実施したペルー北部海岸地方のクルス・ベルデ遺跡の発掘調査で得られた資料から、

生活残滓の日常的な廃棄行為によるマウンドの形成が、ある時期から意図的なマウンド・

ビルディングへと変容する過程を実証的に明らかにしたものである。出土遺物の多角的分

析からエル・ニーニョ現象など地球規模の環境変動を復元するとともに、近年、考古学に

おいて注目される実践論モデルをもって、当時の人々が残した建造物の変容の解明に迫っ

た 11 章の構成となっている。  
 第 1 章では、アンデス考古学における公共建造物研究の課題を指摘する。今日のペルー

からボリビアにかけての中央アンデス地帯では、農耕定住あるいは漁労定住が確立する形

成期（3,000B.C.～50B.C.）に数多くの大規模な公共建造物が築かれ、社会の統合や変化の

中心としての役割を果たしてきたとされている。一方で、公共建造物の出現過程にはほと

んど関心が払われてこなかった。荘司は、ペルーに限らず、一般に考古学研究が公共建造

物を集団や権力者の世界観を反映するものとして捉えてきた点を批判的にレビューし、人

間と人間が生み出すモノ、それらを取り巻く環境の相互関係のなかで世界観が生まれてく

ること、相互関係が生じる行為が反復されることにより習慣的行為が形成され、それが新

たな世界観を生み出すという実践論的アプローチの有効性を示す。  
 第 2 章では、調査地のペルー北部海岸の自然環境、またクルス・ベルデ遺跡周辺の自然

環境を紹介し、エル・ニーニョ現象に代表される気候変動の原理や過去の発生事例に関わ

る先行研究を総括する。  
 第 3 章は、クルス・ベルデ遺跡の発掘の概要と遺構分析にあてられる。荘司は、放射性

炭素年代測定値にもとづき、遺跡が利用されていた期間として CV-Ia 期（4,200B.C.～
4,000B.C.）と CV-Ib 期（4,000B.C.～3,800B.C.）を設定し、特に CV-Ib 期をクルス・ベ

ルデ遺跡のマウンド状構造物の性格が変容する時期としてとらえる。CV-Ib 期では、床面

が繰り返し丁寧に張られ、漁労活動に携わった成人男性の埋葬も床面建設活動と連動して

現れる点から、この時期に意図的にマウンドの建築活動が開始されたことを論証する。  
 第 4 章から第 7 章までは出土遺物の分析にあてられる。第 4 章では動植物遺存体の分析

にもとづき、汽水域に生息する大型のサメ類が CV-Ib 期に増加する点を指摘する。第 5 章

では、石器、骨器、貝器の分析がまとめられ、実際使用されていた道具類が廃棄されマウ

ンドの盛土に含まれていたことを示す。第 6 章は貝類の分析にあてられ、CV-Ib 期におけ

る貝種の増減の要因を採集圧ではなく、生態環境の変化に求める仮説を提示する。この仮

説の検証のために、遺跡の各層位から出土するオオヌメアサリに着目し、成長周期に沿っ



て貝殻に縞状に蓄積される硬組織の状態から貝の成長量を評価するスクレロクロノロジー

分析に取り組んだ。第７章では周到な方法論的議論をふまえ、オオヌメアサリの現生標本

の分析から一定幅以上の成長障害輪がエル・ニーニョ現象の指標となることを明らかにす

るとともに、出土遺物にも同様な成長障害輪が残されていることをつきとめる。層位間の

分析から、CV-Ia 期よりも CV-Ib 期でエル・ニーニョ現象の頻度が増加し、その規模も大

きくなるという古環境上の新たな事実を発見した。  
 第 8 章ではこれらのデータを統合した考察が示される。重要な知見は盛土上の活動面が

エル・ニーニョ現象と関連していたが、CV-Ia 期と CV-Ib 期とでは明らかな差異が見られ

ることである。古期を通してクルス・ベルデ遺跡の集団は食料残滓や道具の廃棄という習

慣的行為を継続させた。CV-Ia 期には意図的なマウンド建設活動は存在せず、反復的な廃

棄行為によってマウンド状構造が生まれていた。これに対し、CV-Ib 期ではエル・ニーニ

ョ現象の頻度が増え、降雨量の増加や汽水域の拡大により貝類やサメ類を含む生態系が変

貌し、生業活動や廃棄行動にも影響を与えていった。こうした環境変化に応答し徐々に行

動や意識を変化させた結果、埋葬といった過去性を凝縮させ、その痕跡が累積した公共的

性格を帯びる空間が出現した。これにより、単なる残滓の廃棄行為がマウンド・ビルディ

ングへと変貌したことが論証される。  
 第 9 章では、クルス・ベルデ遺跡のデータを同遺跡に近接し発掘データの蓄積もあるワ

カ・プリエタ遺跡とパレドーネス遺跡と比較し、マウンド形成の開始時期の差異、生業活

動や建築活動におけるクルス・ベルデ遺跡の独自性などから、遺跡間の相互作用や交流関

係、周囲の環境利用も含めた人類集団の生態学的、社会的な適応のありかたをより広い地

理的範囲で考察する。  
 第 10 章では、クルス・ベルデ遺跡の CV-Ib 期に認められる公共的性格を帯びたマウン

ド建設活動が、後の形成期における公共建造物の建設活動に受け継がれた可能性を提示し、

第 11 章の結論部では研究全体の総括を行う。  
 古代アンデス文明形成期の神殿建設の創出過程は解明すべき重要な課題であるが、その

鍵を握る古期に関する調査資料はいまだ十分とはいえない状況にある。本論文は、古期の

マウンドの形成が、当初は意図的な活動の結果ではなく、人々の反復的な実践行為の結果

であった可能性、そしてその反復的な実践行為が環境の変化や他集団との交流の中で徐々

に変化し、後の形成期で隆盛を極める公共建造物へつながっていくと結論づける。これは、

古期のマウンド・ビルディングが形成期における神殿（公共祭祀建造物）の創出にどのよ

うに関係しているのかを検討し、その連続性についての仮説を提示した点においてアンデ

ス文明研究に大きな貢献をなすと評価できる。さらに、このことはアンデス文明における

社会複雑化の基点となった神殿の創出に関わるテーマであるだけではなく、より広くいえ

ば、文明と社会発展の起源に関連する人類史一般の大きな課題にもつながる知見と言えよ

う。  
 本論文は、議論を支える理論と分析において高い独創性を有する。理論的な支柱である

実践論を自身の収集した発掘データの分析と解釈に的確に適用し、マウンド・ビルディン

グという行為の始まりを明快に解釈することに成功している。アンデス考古学においても

実践論への関心は高まりつつあるが、本研究のように詳細な考古学資料に基づく適用例は

それほど多くはない。この点で本研究のなす貢献は大きい。また、本研究の独自性を特徴



付けるスクレロクロノロジー分析は、考古学遺跡の生態学的解釈と社会的解釈を接合する

方法論として、今後の古期、海岸地方の遺跡調査研究における参照点になることは間違い

ない。さらに、動物考古学者、人類学者など、現地の専門家の協力を得て国際的、学際的

な研究体制を構築したことも研究を推進する高い能力を示すものである。  
 ただし、いまだ研鑽の余地が残ることにはふれておきたい。クルス・ベルデ遺跡の集団

が漁撈定住集団であることを前提として論を進めているが、同時期のアンデス各地におい

て季節移動を伴う遊動的集団が認められる点も考慮すべきであろう。「半農半漁民」、「漁猟

採集民」といった居住形式や集団の性格に関しては議論の余地が残されている。また、資

料の制約から魚類遺存体の最小個体数（MNI）での分析ができていない点も課題として残

る。貝類以外の遺物の分析を深め、解釈に説得力を持たせるためのより緻密な統計学的処

理を行う余地は残されていた。とはいえ、これらのことは本論文の価値を損なうものでは

まったくない。今後、研究を発展させていくうえでの課題と言ってよい。  
 長期間にわたる発掘調査を主導し、出土遺物の多角的分析を国内外の研究者と共同で実

施した考古学研究の遂行能力、アンデス考古学では等閑視されてきた古期の研究に正面か

ら取り組み、形成期の大型公共建造物発生の鍵を握るマウンド形成の過程が、反復的な廃

棄行為から意図を持った建築活動へ変貌していったことを、具体的なデータと実践論的解

釈をもって示した点は、アンデス考古学も含めた人類の歴史研究に新たな地平を拓く成果

と言える。  
 以上の点に鑑み、審査委員会は全員一致で、本論文が博士の学位を授与するに値すると

判断した。  


